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潜水の歴史展示潜水の歴史展示潜水の歴史展示潜水の歴史展示 

日本のマスク式潜水 

                          須賀次郎 

 歴史的な大串式マスクの展示に寄せて、日本のマスク式潜水の沿革を述べる。 

潜水器を潜水士テキストの記述に従って分類すると、定量送気式潜水機（フリーフロー

とも呼ぶ、）とデマンド式（応需式）に大別され、マスク式潜水機もこの二つのタイプがあ

るが、潜水士テキストでは、デマンド式を全面マスク式（フルフェイスマスク）と呼んで

いる。従来の軽便マスク式潜水機はフリーフロー型であるが、このタイプは潜水士テキス

トから姿を消した。そして、マウスピースを咥える応需弁式をフーカーと呼んでいる。 

大串式マスク大串式マスク大串式マスク大串式マスク    

大串式マスクは、マスク式潜水機として、日本での元祖であり、デマンド式として、実用

できたものとしては、世界初の潜水機である。また、それ以前のヘルメット式は英国から

伝来したものであるから、大串式こそが、日本の潜水機の始まりである。 

大串式マスクを作ったのは、渡辺理一という人で、水産講習所（海洋大学の前身）の卒業

生で、長崎県の大村湾で真珠養殖場を経営する。真珠養殖というと三重県英虞湾が有名だ

が、大村湾もほぼ同じていどの歴史を持つ。大村湾の沖合の長島付近で採れるアコヤ貝を

母貝として、真珠をつくりだしている。１９０３年、明治３６年のころだという。 

御木本幸吉が真円真珠に成功するのが１９０５年だから、渡辺理一も真珠養殖の元祖に近

い。その渡辺理一がアコヤ貝を採集するために作った潜水機である。１９１２年に、この

潜水機を使ってアコヤ貝の大漁をしたという記述が 潜水読本（山下や惣左衛門：１９６

０）にある。アコヤ貝採りは素潜り漁であったから、大串式はその素潜りの延長線上でで

きた、泳ぐ潜水機であった。 

左図は、「三浦定之助 潜水の友」より大串

式のコンセプトシート 

一方で、片岡弓八と言う人がいる。商船学校

をでた船長で、ヨーロッパ航路の船長をして

いた時に、１９１５年、大正４年、第一次世

界大戦で、１２０００トンの当時としては豪

華な八坂丸がエジプト沖で、ドイツの潜水艦

の魚雷を受けて沈没したことを知る。八坂丸

には１０万ポンドのソブリン金貨を積んで

いた。当時の１０万ポンドが現在のいくらに

なるのか、想像も付かないが兆の単位だろうか。 

 ※なお、ここから先の、片岡弓八についての部分は、ノンフィクションと小説の中間「海

底の黄金 山田道幸著 講談社 １９８５」を参考にしている。 
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その片岡弓八のところに大正５年 １９２６年、旧知の渡辺理一がマスク式潜水機を持

って訪ねてくる。そして、片岡弓八のアイデアで、このマスクが手動の弁で、水道の水を

出すように空気を出していたものを,歯で噛んで開閉する方式を思いつく。この潜水機を実

際に製作したのが、大串金蔵という鍛冶職、今で言えば小さな工場を持つ職人さんで、実

現するのに苦労したのであろう、その名前をとって、大串式ということになった。 

片岡弓八は、この大串式のマスクを使うサルベージ会社を興し、八坂丸の１０万ポンド

の金塊を水深８８ｍの深さから引き上げる。なお、この８８ｍと言う深さには諸説がある

が、少なくとも７０ｍよりも深い。潜水方法としては急潜降、急浮上で、潜水時間をでき

るだけ短くすることで、潜水病を防ごうとした。潜水病による犠牲者もだしている。 

 

大串式は、１９１８年 大正７年 １５０気圧の高圧空気ボンベを背負う形で、英国の

特許を申請している。タンクを背負うスクーバとして、実用できるものとしては、世界で

一番最初とも言える。但し、八坂丸の金貨引き揚げは、このスクーバ方式で行われたもの

ではなく、ポンプで空気を送る方法で行われた。 

 

  英国に特許をだした

大串式の写真、（右と中

央）１５０キロ充填のタン

クとある。 

左端の絵はフランスのル

キヨール（Rouquayror）

1865の潜水機、一応、

デマンドバルブの元祖と

されている。 

 

 

 

展示している大串式マスクは、船の科学

館蔵であるが、その前は、清水の望月昇

氏（故人）の所蔵であり、その前は、菅原

久一氏の所蔵であった。船の科学館のタ

ッグには、菅原久一氏寄贈と書かれてい

る。 
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マスク式潜水機として、定置網潜水な

どに１９３０年前後に広く使われていたマ

スクは山本式である。 

 

 左図 山本式 

（三浦定之助 潜水の友 より） 

山本式は、大串式のこの歯の周りを改

善したものではないかと想像する。 

 

※以下、潜水読本（山下弥惣左衛門）

より引用 

「時を同じくして山本虎多氏もマスク式潜水機を考案し、３０数回の改良を重ね、全財産を蕩尽

して、大正４年、１９１５年 山本式とした完成し、後に三浦定之助先生より幾度か改善され、腰バ

ルブより、口に噛むバルブ式となり、昭和初年頃、日本潜水 KKのマスク式の改善となった。」 

このあたりの事情は、日本の潜水技術史の上からも、興味深い。 

 

★旭式★旭式★旭式★旭式    気嚢付きが特色のマスク 

 旭式は、浅利熊記（１９０８－１９６３）が、昭和 8年(1933)頃、後の「浅利式軽便潜水

器」の原型となる「ポピュラー潜水器」を開発、その後、昭和 13年、東京に旭潜水興業(株)

を創設した。 

193３年 ごろに作られたと思われる アサリ

式マスクの残骸 船の科学館蔵 

アサリの字が見える。 

 

アサリ式は潜水機進化の原則、空気の消費量を少

なく、軽く小型に、と言う方向で、自転車の空気

入れに毛の生えた程度の小さく手軽なポンプで

１０ｍ程度まで潜れる事を目指した 

その特色である呼吸嚢とは、マスクの両側に象

の耳のように袋である。ポンプで送られる空気は

ダイバーが吸うときだけでなくて、吐いていると

きにも送られてくる。吐いているときに送られて

きた空気を袋にためて置き、吸うときに、送られ

てくる空気にプラスすれば、空気量の節約になる。

つまり吸うときに空気を送るのではなくて吐い

ているときに貯める。負のデマンドとでもいうべきだろうか。 
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この方法が成功して、往復でピストンを押す小さいポンプで潜ることができる。随分あ

とになって、もうこのポンプなどどこにも見られなくなった頃、旭潜水に一台だけあった

ポンプを貸してもらって、茨城の海洋高校プールで水深１０ｍまで潜ってみた。ポンプを

ゆっくり動かして、楽に呼吸ができて快適に潜水できた。フィンを履いて、潜ってみたが、

フィンを使った方が、僕の場合は楽に潜ることができた。 

 

マスク式を含む日本の潜水は、戦後「沈黙の世界」「青い大陸」などの映画が公開される

までフィンを履いて泳ぐという行動方式は無かった。日本の伝統的な海士が、フィンがな

くても巧みに泳ぐので、フィンの必要が無かったとも言える。 

このマスクが製作された 1934年は、山本式の全盛時代で、三浦定之助の「潜水の友」に

よれば、この山本式で、５０ｍを越す定置網で作業をしている。 

しかし、１９５０年代、須賀が潜水を始めた頃、山本式も大串式も見ることは、ほとん

ど無く、マスク式といえば旭式か金王式（後述）であった。 

先進であるはずの応需弁マスクが、フリ

ーフローのマスクにとって変わられた理由

は何なのだろうか。 

 潜水士テキストに見る（左図）旭式は、

ヘルメット潜水機と同じような潜水服を着

て、重い潜水靴を履いている。 

 旭式は、ヘルメットの軽便化であった。

大串、山本式は、海士の潜水の延長線上で

生まれた。そして大深度の潜水もできたが、

裸に近いから防寒性能が無かった。ただ、

我慢するだけである。 

 旭式は潜水服を着用するので耐寒能力も

あり、操作も簡単、装着も容易ということ

で、鮭鱒独航船のスクリューに絡まった網

やロープの排除に多用された。また、潜水

服を着けずに、手軽にマスクだけを着けて

テングサの採取などにも使われた。旭式は

漁業用の潜水機となった。 

 実際には、旭式は、重装備で作業用に使

われることはなく、重い靴など履かない軽

装備で使われた。 
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旭式マスクは確かに、気嚢のお陰で空気消

費量は少ないのだが、顔にしっかりと固着さ

せないと、空気能の効果を発揮しない。手押

しポンプを使わない、コンプレッサーで空気

を送るのであれば、空気の節約はそれほど必

要ではない。空気嚢がなく、魚の鰓のように

排気をフリーフローさせてしまうマスクが

出現した。金王式である。 

テングサ採取などでは、金王式を使うか、旭式を使うか入り乱れていて、部落単位で違

う場合もあったし、個人個人の好みで選択されていた。 左の図は金王式 

   

山本式を使用していた定置網潜水などは、１９５０年代、応需弁として遥かに優れた機

構を持つ、クストーのアクアラングの方式にとって代わられる。 

 フリーフローの旭式、金王式は浅海の漁業用の潜水器として生き残り、２０１４年に規

則が改正されるまで、潜水士テキストにも、一章を設けられていた。 

 

 作業潜水には、フリーフローの軽便マスク式がヘルメットに代わることはなかった。ヘ

ルメットに代わるのは、次の世代のデマンドバルブ付きのフルフェイスマスクであった。 

 

デマンドバルブ（応需弁）付きのフルフェイスマスクデマンドバルブ（応需弁）付きのフルフェイスマスクデマンドバルブ（応需弁）付きのフルフェイスマスクデマンドバルブ（応需弁）付きのフルフェイスマスク、は、デスコ、ダイベック

ス、などは、マスクというよりもデマンドバルブ（応需弁）付きのヘルメットともいうべ

きだろう。１９７０年代より、すでに長い歴史を持っている。 

よく使われる代表的な者は、カービーモー

ガンのバンドマスクである。 

 

※左の写真は、東亞潜水機カタログより収録 

 

カービーモーガンは、二種類以上のガスをマ

スクの横についているサイドバルブで切り

替えられる機構を持っていて、重装備、重量

級のマスクである。 

 

港湾工事など浅い海での作業潜水に多用

されているのは、マスクに通常のスクーバレ

ギュレーターのセカンドステージを差し込んで、ホースで送気するもので、日本アクアラ

ングの F 型マスク、マンティスフルフェイスマスクなどがそれである。 
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  日本アクアラング F 型マスク        マンティスフルフェイスマスク 

ダイブウエイズのマスク（左の図）は、軽量級に近いが、ガスの切り替えなど混合ガス

潜水に対応しており事実上の中量級マスクの機能を持っている。 

右は、１９８６年 ニュース・ステーションの初期に使用された、ダイブウエイズのフ

ルフェイスマスクで軽量級ともいうべき傑作機だった。 

 

デマンドバルブを持たない、フリーフローの旭式、金王式は、超軽量級とでも呼ぼうか。 

そのフリーフローの超軽量級マスクである旭式、金王式は、製造販売するメーカーも無く

なり、潜水士テキストからも姿を消した。 

しかしながら、水深１５ｍ程度までの範囲で、送気量が適正ならば、フリーフローの超

軽量級のマスクによる呼吸が一番楽である。デマンドバルブ付きの軽量マスクでも、重労

働のときには、応需弁を開いて、フリーフロー状態にするか、フラッシングバルブ（マス

クの中の炭酸ガスを洗い流すために、デマンドをバイパスするバルブ）を開いて、フリー

フローにする。超軽量級、常時フリーフローのマスクは、故障もなく、呼吸も楽である。 
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沖縄のもずく漁（養殖の採

取）を見ると、空気嚢を着けな

い旭式マスクをつかっている

ようである。「面」マスクでな

いと仕事にならないと困る漁

師さんも多く、旭式が製造を中

止してしまっているところか

ら、沖縄で困り果て相談に来た

海人達のたっての願いで、偶然

にも店の名称が似ていた旭潜

水技研の杉浦氏が現在新しい

旭式を作ろうとしている。 

米国海軍などでは、デマンドバルブを着けた重いマスクとは別に、フリーフローの軽い

デスコマスクなどが浅い水深用に使われている。 

 

 伏龍特攻隊の潜水機伏龍特攻隊の潜水機伏龍特攻隊の潜水機伏龍特攻隊の潜水機 

 終戦時、間に合わなかった特攻兵器である。 

間に合って米軍が本土上陸作戦を実行していたら,悲惨であったろう。本も何冊かでている。

しかし、これらの記述は、訓練が苛酷であったこと、そしてその犠牲者についてが主であ

り、どんな潜水機であったのか、その技術がどんなものであったのかほとんど知られてい

ない。 

 伏龍特攻潜水機の企画製作者である清水登 海軍大尉は、終戦後、１９６２年より、筆

者（須賀）が勤務していた東亞潜水機に顧問的に入社され、１９６３年、には、筆者の９

０ｍ実験潜水の総指揮もしてくださった。しかしながら、伏龍の技術的なことについては、

ほとんど教えられることもなく、筆者は東亞を退職してしまい。清水氏はお亡くなりにな

ってしまった。 

 清水氏の言われるには、伏龍潜水機は合理的なものであり、上級の潜水技術を持つもの

にとっては、充分に使えるものであり、訓練場所であった久里浜周辺などで、アワビ、サ

ザエなどを採って食糧難の時代のタンパク源に供して役立ち、普通のマスク式、ヘルメッ

ト式に比べて何ら危険なものではなかったと言っておられた。ベテラン、下士官クラスダ

イバーは、今で言えば密漁をやっていたのだ。 

 清水大尉のことを何度かブログなどに書いているものを、静岡在住の村田さんが見てく

ださり、資料としてお持ちの 昭和２０年３月の実験報告書のコピーを頂いた。報告者は

清水大尉である。 この報告によれば、伏龍は、水深１５ｍで５時間の潜水実験を行って

いる。 
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村田氏の提供による実験報告書を見るまで、伏龍は純酸素を呼吸する閉鎖式、リブリー

ザーだと思っていた。イタリーにしても、ドイツにしてもイギリスでも、第二次大戦で隠

密行動に使用された潜水機は全て、純酸素リブリーザーである。イタリーのリブリーザー

のスポーツ版であるオキシラングも日本にレジャー用として輸入されている。 

 純酸素を呼吸しているとすれば、水深１５ｍで５時間と言うのは、酸素中毒必至である。

そのために、犠牲者が出たのではないかと思っていた。清水氏は、酸素中毒などは一人も

起こらなかったと言っていた。 

 伏龍は、純酸素リブリーザーの呼吸袋、カウンターラングを持っていない。潜水服全体

がカウンターラングである。大きい。服の中に入っている酸素を鼻から吸い込んで、口か

ら、ヘルメット内部に突出する呼吸管の中に吐

き出す。吐き出した呼気が炭酸ガス吸収剤を通

って、再び服の中に入る。服は全身を覆ってい

るから、容積が大きい。潜水服を着るときには

服の中の空気も一緒に着ているわけだ。副全体

の窒素洗い流しは無理だろう。だから純酸素で

はない。だから、酸素中毒にならなかったので

は、と想像していた。 

 しかし、実験報告書によれば、最初から服の

中に入れる呼吸気体は酸素２、空気１の割合の

混合ガスである。消費しただけの呼吸気体を腰

バルブ（手動バルブ）で服の中に噴出させる。

最初から、ナイトロックスを呼吸するセミクロ

ーズだったのだ。だから、１５mで、酸素によ

る障害は起こらなかった。 

 フィンは使わない日本のマスク式、ヘルメッ

ト式潜水と同じように海底を歩く潜水機ではあ

ったが、軍事用の潜水呼吸器として伏龍は、１

９４４年当時で、諸外国よりも優れていたので

はないかと思う。その後、純酸素を使う閉鎖式

リブリーザー、電子的なコントロールをするリ

ブリーザーで試作の段階での事故、実用になっ

てからの事故の多さをおもえば、この潜水機設

計者の清水登氏が、この潜水機では人を殺して

いないと言っていたのもうなずける。 

犠牲者の事故原因は、何も知らない、体験ダ

イビング同等の若者を、練習もさせないで、こ
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の潜水器を背負わせて、海に入れて、苛酷な水中行軍を軍隊的シゴキでさせたことによる

ものであろう。 

人間爆弾、特攻についての否定と、潜水技術の可否とは、別に考えたい。 

※ 展示した伏龍ヘルメットは、東亞潜水機所蔵であるが、呼吸装置部分はない。 

 おそらくは先代の佐野康治社長がレプリカを目指して、研究中であったものと思われ

る。 

 ただし、この伏龍の形のヘルメットを作った人が誰なのか現在は不明である。 

窓の部分、シコロ（胸当て）部分との接合は東亞で作った可能性があるが、後は不明で

ある。ということは、戦時中、ヘルメットメーカーである東亞は、伏龍のヘルメットは

作って居なかった。 

 

１９１９１９１９４７４７４７４７年年年年？？？？輸入のタンク輸入のタンク輸入のタンク輸入のタンク 

クストーの「沈黙の世界」日本では 1956 年公開であるが、撮影が行われたのは、1940

年台の後半のことだと思う。その映画の中で使われていたタンクは、両端が細くバルブが

付くような形状である。展示品は、映画と同じ形のタンクである。 

輸入されたのは、1951 年か 52 年、４７年という説もある。この展示品を見ると、１９４

７年説も有力であり、このタンクがそれであったかも知れない。 

 

レギュレーターもほぼ同じ時期に輸入さ

れたもの、ダブルホースの蛇管の取り付

けが、ネジになっているのが初期のもの

である。 
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その他展示品 

★クストー時代のウエイトベルト 

 今のウエイトよりも良い？ 

 

★ LA-MA バブルヘルメット ：フランス製 

 1990年代の初頭 ニュース・ステーションで使ったものであり、フルフェイスマスクを

使用した水中レポートの進化の一つの頂点であった。二度とこのような遊びの要素が強い

潜水機が作られるとは思えない。 

 

 

カメラ類カメラ類カメラ類カメラ類 

 

★スガ・マリンメカニック製 

 ブロニカマリンにウエアラブルカメラを組み込んだもの 

 クラシックカメラの新しい、楽しみ方の可能性を示した。 

 

★HL79E  1986年、ニュース・ステーションが始まった当初の名機 

 撮像素子が、プランビコン管（真空管）であり、独特の泰西名画のような色調、画像で

あったので、もう一度動かしで撮影してみたい。 



ＪＡＵＳダイビング活動研究シンポジューム  平成２８年１２月１８日 

シートピア計画など 元ＪＡＭＳＴＥＣ 山田 海人 
 

１． はじめに： 日本には欧米に対しても誇らしい潜水技術の歴史がある。

① １９２５年（大正１４年）地中海に沈む八坂丸（水深７０ｍ）から

片岡弓八は大串式潜水器で１０万ポンドの金貨を回収し、欧米の潜水業

界に衝撃が走る。 ② 明治１７年沖縄糸満で両眼式水中眼鏡が使われ

る。 ③ 日本各地に海女、水軍が存在していた。裸眼での水中視認は

どうしていたのか？ 

 

２． JAMSTEC のシートピア計画など 

海洋開発の一環として科学技術庁が潜水技術の開発を行うことになった。 

①  シートピア計画：水深３０ｍ、６０ｍに４人のアクアノートが海底居

住実験を行った。Ｓ４７年 ３０ｍ、Ｓ４８年 ６０ｍ、Ｓ５０年 １

００ｍ、 

② シードラゴン計画： 海域実験に備えて、潜水シミュレーターで３００

ｍまでの潜水模擬実験を行った。 

Ｓ５２年 ２００ｍ、５３年 ３００ｍ 

③ ニューシートピア計画： ＤＰＳ双胴船「かいよう」から水深３００ｍ

までのダイバーによる潜水技術を開発した。 

Ｓ６０年 海中作業実験船竣工 ６０ｍ海域実験、Ｓ６１年 １００ｍ

海域実験、Ｓ６３年 ３００ｍ海域実験、Ｈ２年 ３００ｍ最終実験 

 

３． 深海潜水の広がり 

 本州四国連絡橋架橋工事支援 Ｓ５４～５８年 

ＪＡＭＳＴＥＣでの潜水研修、 

自給気潜水技術コース： Ｓ５１年～Ｈ２６年 

混合ガス潜水技術コース：Ｓ４９年～Ｓ６０年 

    民間潜水作業会社などへの技術移転 

    海上自衛隊の潜水艦救難技術へ移行 

 

 

 

 

 


